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経過報告：医療的ケア児の就学 

平成 30 年 6 月 24 日（日） 

三重県重症心身障害児者相談支援事業主

催で第 6 回“みえる輪ネット”（三重県南

部医療的ケア地域支援連携会議）を済生会

明和病院にて開催し参加者は約 154 名で

した。医療的ケアを必要とする障害児者へ

の在宅生活の質を向上することを目標に、

事例を通して顔が見える関係を作り、課題

や解決方法を共有するため三重県南部に位

置する行政や関係者が一堂に会しました。 

 発起人の岩本彰太郎先生（三重大学医学部附属病 

院小児トータルケアセンター センター長）の開会 

の挨拶の後、過去の事例検討の経過報告がされま 

した。 

平成 29年 7月に開催された第 3回みえる輪ネッ 

トにて事例検討がされた、“医療的ケア児の就学”に 

ついて事例提供者のお母さんよりその後の経過と学校での様子についてご報告いただきました。 

 この 4月に地域の小学校に入学された、人工呼吸器管理と経管栄養管理が必要な超重症心身障がい児の

お子さんで、家族の願いとして地域の小学校への通学を希望されていました。みえる輪ネットで事例発表

した当時、行き先は未定でしたが、その後教育委員会との話し合いが重ねられました。そして、受け入れ

る際の看護師体制の整備として、特別支援教育専門家（看護師）配置事業を行政が利用されました。これ

は国の補助を受けて地方公共団体が看護師を雇用、または訪問看護ステーション等に委託して学校に配置

し、医療的ケアを必要とする児童生徒の教育の充実を図るためのものです。 

 その制度を利用して毎週水曜日に 1時間、訪問看護ステーションの看護師が配置され親の付き添いのも

と通学ができるようになりました。その他体温調整のためにも暖房器具や空気清浄器なども学校側で用意

され、受け入れのための環境整備がされました。 

 日々の授業では同じクラスの子とアサガオを植えたり、音楽の授業では人工呼吸器のジャバラから漏れ

る空気でリコーダーを演奏したりしています。休み時間にはいろんな学年の子ども達が遊びに来てくれま

す。友達に話しかけられたり触れられたりすると本人も嬉しいようで、いつもと違う反応もしてくれるそ

うです。そんなわが子を見ていると、より多くの時間学校で過ごすことができればと思われるそうです。 

 



 

第 1 部 事例検討：医療資源が不足する地域での医療的ケア児の生活支援 

 相談支援専門員の相談支援センターありすの牧野氏と、在宅ケアグループのあいあい訪問看護の理学療

法士の松井氏からは、資源が少ない地域だからこそ、地域の枠を超えて他地域の事業所と積極的に繋がっ

たことで支援の基盤を整えることができたという成功と、成長に合わせた支援やライフステージを通じた

縦横連携の必要性が報告されました。以前より本人と関わりのあった済生会明和病院なでしこにショート

ステイをしている時にあわせて見学に行き、同職種内での情報共有などが実際に行われ、訪問看護でのリ

ハビリの実施に繋がりました。 

 そして、今回の事例の一つの特色でもあります、訪問薬局としてココカラファイン紀伊長島店の薬剤師、

木崎氏に医療的ケア児への訪問薬局の現状について報告いただきました。県内でも小児の訪問薬局の症例

は少なく、実際に毎月処方されるお薬は1時間ほどかけて用意され、その量については驚かされると共 

 第 6 回を迎えたみえる輪ネットでは、紀北町のお子さんにご協力いただきました。この三重県南部は平

成 28 年の人口動態から 6 市 10町の内、10万人を超えるのは 2 市のみで、その他は 5万人以下の市町

であり、紀北町も約 1 万 6 千人と小さな町であり、そういった小さな町で人工呼吸器を必要とする医療的

ケア児をどのように受け入れ、どのような支援がなされているのか多くの注目が集まりました。 

 冒頭では、紀北、紀南圏域で小児の診療や在宅支援に長年ご尽力されている“かとう小児科”の加藤先生

より、本症例の他、別の症例も通して、かかりつけ医としての役割についてお話をいただきました。加藤先

生は小さな町だからこそ医療に加えて、丁寧な相談を心掛けてこられ、兄弟支援の必要性も目を向けられて

います。患者だけでなくその兄弟にも目を向け、声掛けをしたり、名前で呼んだりして“みているよ”とい

うサインを送っており、三重大学医学部附属病院で採用されているような、チャイルド・ライフ・スペシャ

リストのような人達がもっと広がってほしいとお話いただきました。 

 続いて保健師の宮原氏より、行政として初めて医療的ケア児を受け入れたことについて報告いただき、在

宅生活が始まってから、行政として“訪問入浴サービス事業実施要綱設置”についても改定を行い、障がい

児にも月 8回の訪問入浴が利用できるようになり、“重度障害者等日常生活用具給付事業”の対象年齢も撤

廃したとのことでした。 



 

に、その重要な役割についても共有がされました。在宅医療機器管理を地域の薬局に依頼することは、

病院との手続き等の煩雑さはあるかもしれませんが、災害時にも身近な場所で管理してもらえているこ

とは心強いことであり、当事者には大きなメリットであると思います。 

 レスパイトでは済生会明和病院のショートステイを利用しており、その時には保育士や児童指導員に

よる療育活動が行われています。同施設保育士の畦地氏より、人工呼吸器を必要とするお子さんのよう

な、“超重症心身障がい児”への療育活動についての報告がありました。障がい児の支援の中で耳にする

ことっも多い“療育活動”という言葉ですが、なでしこでも一人ひとりが充実した生活が送れるよう、

医療、保育、教育などが連携してチームでアプローチをしています。保育士としては幼児期の発達は著

しく成長する時期を大切にし、発達段階を意識して個々に応じた関わりや遊びをしています。まずは本

人の関わりや、本人とのコミュニケーション時の捉え方などを家族から丁寧に聞き取り、セラピストと

協力して“安心した状態や姿勢”を作り、そこから遊びを拡げます。また、そういった療育活動中の本

人の様子を家族と共有することも大切にしており、そうすることで家族の育児力の支援にもなりました。 

 今回は訪問看護師には、具体的な支援や課題等についてではなく、一番身近に寄り添う支援者として

の気づきについて報告がありました。はじめは本人の状態把握や観察、健康管理で時間があっと言う間

に過ぎていましたが、徐々に話せる余裕ができてくると母の想いへの傾聴の時間も増え、弟が生まれる

などの環境変化の中で母の様子の変化を身近に感じられてきました。そんな日々を通して、医療的ケア

児とその家族の生活の中にはたくさんの“喜び”や“幸せ”があり、それを身近な訪問看護師が見つけ、

共有することが、寄り添う者として大切な役割であると感じられたそうです。お母さんからの発表では

「弟が生まれてから介護をしていると思わなくなった。弟は夜泣きをするし、この子も呼吸器を頻回に

鳴らす。離乳食で注入できるものも増え、家族みんなで同じものが食べられるようになってきた。我が

子との時間は介護ではなく育児だ」という母からのメッセージが会場のみんなに伝えられました。 

 

 

 

 

 

 今回は、発表者より会場の関係者に質問がされ

ました。 

訪問リハビリより 

Ｑ：専門職間、また多職種との連携をどのよう

にとり、どのように目標やケアの内容を共有し

ているのか 

A：関係機関や病院と密に連携を取る他、動画

やネットを活用している。家族にリハビリなど

の様子を撮影してもらったり、Skyp

（Microsoftのインターネット電話を可能と

するソフトウェア）を活用したりして、より多

い情報量をより効率良く共有できるように取

り組んでいます。子どもにとってリハビリは生

活の一部であり、訪問看護ステーションが継続

してお母さん達に伝えていくことは重要な役

割だと考えています。 

訪問看護ステーションほたる伊勢 

管理者 岡田氏より 

 

 



 

第２部 事例検討：紀北町の取り組みと避難タワー 

紀北町役場福祉保健課 駒井・宮原 

第 7回みえる輪ネットは            平成 30 年 10 月 7 日（日）10：00～ 

済生会明和病院 大会議室（パレスホール）にて開催を予定しております 

 

 

 

 

 

 

 三重県南部に位置する紀北町の東は熊野灘に面しており、北西部は山々に囲まれた地域で、特に地

震・津波による甚大な被害が予想される地域です。「より早く、より高く」をスローガンに日々防災活

動に取り組んでおり、津波緊急避難場所の整備や海抜表示及び津波緊急避難場所への誘導標識の設置

がすすめられています。 

 本事例のお子さんも海から数百メートルの地域に住んでおり、この地域には高さ 15m の鉄骨造り

の津波避難タワーがあります。今回は家族の他、行政や相談支援、訪問看護事業所など関係者が集ま

って実際に避難訓練を行いました。 

 第5回の避難訓練と同じように避難開始から避難先までの時間を測定し、自宅を出るまでに約5分。

そして父母と看護師の 3人で担いで、屋上まで約 10分かかりました。今回も多くの気づきがあり、

家族と関係者で訓練したその場で意見交換が行われました。 

 冒頭で述べたように大きな震災被害が予想される地域でもあるため、自主防災が盛んです。実際に

本人を連れてタワーを登ることで大変さや人の手伝いの必要性が痛感させられました。自らが防災に

備える“自助”を高め、地域で共に助け合える“共助”の大切さについても考えさせられる発表でし

た。 


